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石垣市の子どもに関する死の意識調査研究













































































石垣市の小学校 3年生から中学校 3年生までで,このような ｢常識｣型の答は全体の12.
0%であった (表 2)｡表 2から,煩雑を避けるため上位 6つの型について折れ線グラフに
したのが図 1である｡
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表 3の上位 3つは,石の判断によって分かれている｡ 石は死なないとする3111111型,
石が死ぬとする1111111型,石が死ぬかどうかわからないとする2111111型である｡ 4, 5
位には,木, タンポポによって判断の分かれた型が並び, 6位以下にそれ らの組み合わせ
が続 く｡
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9歳 10歳 11歳 12歳 13歳 14歳 15歳 全体
図 2
石垣市の3111111型 (石は死なない,他の生物は死ぬ)と,長崎市 とその周辺での31111
11型との違いを,図 2と図 3で見ると,傾向が異なることに気づ く｡ 長崎の傾向について
筆者は先に ｢9歳あたりに死についての安定 した基準をもつ時期があり,12歳あたりでは









































































































































































































































































































































































































してもらった経験についても,72.4%がないと答えている (図8)｡誰かに話 して もらっ
たことがない子どもの割合の高さは,長崎も同様である (長崎で74.6%)｡この二つの数


























石垣市の子どもたちが,美 しい死があると考えているかどうかを見ると (図 9),ある
と答える者が全体で44.2%,ないと答える者が42.5%で,およそ半々である｡年齢を追っ
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18歳,部分的に20歳を1995年発表の図 (ebenda.上面,1995)に追加 して作成 した｡
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